
　町交通安全協会会長の和野省助さ
ん（72歳・新町）は、長年にわたる
交通安全活動が認められ交通栄誉賞
「緑十字銀賞」を受賞しました。
　１月19日、東京都日比谷公会堂で
行われた第50回交通安全国民運動中
央大会（全日本交通安全協会・警察
庁主催）で表彰され、天皇陛下も出
席なされた中での受賞に感慨ひとし
おの和野さん。「運転免許取得から
あっという間の53年でした」と振り
帰り、「法律を守れば交通事故は起

きませんよ」と、にこやかな笑顔を見せました。
　和野さんは、昭和53年から約16年間交通指導員、平成９年４月か
ら町交通安全協会副会長、同18年４月から同会長、同12年４月から
は北岩手交通安全協会副会長として交通安全一筋に活動。指導員と
して警察と同じ制服を身につけたとき、責任の重さを実感し、以来
安全運転を肝に銘じてきたと和野さん。「モットーは飲酒運転の撲
滅と、老人と子どもの無事故です」と今後も安全協会長として町の
交通安全活動を引っ張ります。

皆さんが参加するコーナーです。
耳よりな情報やご意見、ご質問などお気軽にお寄せください。
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（3歳４カ月・小田）

真澄さん・千賀子さん次女
（3歳６カ月・四日市）
勝彦さん・結さん長男

ひょうきんで自己アピールが得意な
和珠。その特技を生かして散歩に出
掛けると、近所のおばあちゃんたち
から「やすみっこ」をいただいて満
腹で帰宅。家では、お姉ちゃんのお
ゆうぎ会のＤＶＤに合わせて踊っ
て、おばあちゃんを楽しませていま
す。素直なやさしい子に育ってね。
　　　　　　　　　　　　千賀子

保育園ではお友達と、家ではお父さ
んとシンケンジャーになりきって戦
うわんぱく虹哉。反面、本が大好き
で、読み聞かせているうちに主人公
になりきって涙を流すなど優しい一
面も。２年前までは体が弱く心配し
ましたが今は元気です。健康で元気
に育ってくれればうれしいな。
　　　　　　　　　　　　　　結
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大下　榮吉さん
（82歳・浦子内）
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葛巻の子どもは自立が早い!
　「子どもの気持ちをすぐ察知し対応
するようにしています」と、まだうま
く相手に伝えられない子どもたちに目
を配る陽子さん。月に何日か葛巻保育
園の臨時保育士として働いています。
「都会より葛巻の子どもは、自立が早
い！」と感じています。
　地元葛巻高校を卒業後、愛知県で仕
事をしながら短大で学び、保育士の資
格を取得。その後東京の保育園に勤務、
昨年９月に葛巻町へ帰ってきました。
　中学・高校ではテニス部に所属。さ
らに郷土芸能部で葛巻神楽の「踊り手」
を務めるなど活動的。「掃除は大好き。
でも整頓が苦手(?)」と意外な一面も。
　理想の男性像は「思いやりのある人
が一番。そして包容力のある人」。将
来は子育てをしながら仕事も続けてい
たいと考えています。
　和牛を飼育する農家で、８人家族。
「お父さんが良くなったら、家族で出
掛けたい」と自宅で療養中のお父さん
を家族と一緒に支える陽子さんです。

（
24
歳
・
星
野
）

〔９〕平成22年２月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成22年２月１日〔８〕

舞スマイルダンス教室・自主公演 (1/24)

交通安全一筋の和野省助さんに
交通栄誉賞「緑十字銀賞」

「緑十字銀賞」を受賞した和野省
助さんと、内助功労で感謝状を受
賞した妻の操さん
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